
 

 

令和３年度使用  

 

 

 

中学校用教科用図書研究資料  

 

 
 

 

 

 

地   図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科用図書南那珂採択地区協議会  

 



１   教科目標の達成及び教材の構成・配列等  

 〔観点１〕  学習指導要領に示された教科の目標を達成するために、構成・配列等につ

いて、どのような工夫が見られるか。  

発 行 者 概     評 

２  東  書  

(1) 社会科の目標を達成するために、巻頭では、地図記号やさくいんの
使い方など、地図帳の構成要素を解説するとともに、歴史・公民的分
野で活用できる資料の例を示している。  

  また、地理的分野の教科書の構成に沿って、「世界」と「日本」に
分けて構成されており、巻末には、授業で活用できる統計資料も多数
掲載されている。  

  さらに、資料のポイントや「見方・考え方」を示したキャラクター
の吹き出しを設け、資料を読み取る力を高め、学びを深められるよう
な構 成 ・ 配 列 の 工夫が 見 ら れ る。  

 

46 帝  国  

(1) 社会科の目標を達成するために、巻頭では、地図帳の構成や方位、
地図記号、縮尺、さくいんの使い方など、地図帳の基本的な見方・使
い方を示している。  

  また、地理的分野の学習にあわせて、世界は州別に、日本は地方ご
とに構成されており、地域の特色が適切に理解できる資料も多数掲
載されている。  

  さらに、巻頭と巻末の資料図には、タイトルの近くに「学習課題」
を設け、そのページで扱うテーマを追究する際の着眼点が示される
などの 構 成 ・ 配 列 の工 夫 が 見 られ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社地図－１－  



２ 内容や指導の充実  

 〔観点２〕 主体的・対話的で深い学びを通して、目指すべき資質・能力を確実に身に

付けさせるために、どのような工夫が見られるか。  

発 行 者 概     評 

２  東  書  

(1) 主体的・対話的で深い学びを展開するために、冒頭にSDGｓの
視点から国際社会の諸課題を示したり、関連する写真やグラフ
等を数多く掲載したりするなどの工夫が見られる。  

(2) 生 き て 働 く 「 知 識 ・ 技 能 」 を 習 得 す る た め に 、 世 界 の
各 州 ・ 日 本 の 各 地 方 に は 「 基 本 資 料 」の ペ ー ジ を 設 け た
り 、 世 界 地 図 に 「 注 目 し た い 記 号 」 を 示 し た り す る な ど
の 工 夫 が 見 ら れ る 。  

(3) 未 知 の 状 況 に も 対 応 で き る 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力
等 」 を 育 成 す る た め に 、 世 界 や 日 本 の 学 習 に 役 立 つ 「 テ
ー マ 資 料 」 を 多 数 掲 載 し た り 、 特 設 ペ ー ジ で 歴 史 や 公 民
と の 関 連 を 図 っ た り す る な ど の 工夫が見られる。  

 

46 帝  国  

(1) 主体的・対話的で深い学びを展開するために、世界の各州に
は、イラストを配した鳥瞰図を設けたり、学びを深める「地図活
用」を設けたりするなどの工夫が見られる。  

(2) 生 き て 働 く 「 知 識 ・ 技 能 」 を 習 得 す る た め に 、 作 業 を
通 し て 地 形 図 の 見 方 を 身 に 付 け た り 、日 本 と 世 界 の 位 置
関 係 の 比 較 が で き る よ う な ペ ー ジ を 多 数 取 り 入 れ た り
す る な ど の 工夫が見られる。  

(3) 未 知 の 状 況 に も 対 応 で き る 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力
等 」を 育 成 す る た め に 、SDGｓ の 観 点 に 基 づ い た 資 料 を 多
数 設 け た り 、 自 然 や 人 口 な ど 複 数 の 資 料 図 を 、 縮 尺 を 統
一 し て 掲 載 し た り す る な ど の 工夫が見られる。  
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３ 利便性の向上  

 〔観点３〕 学習効果や使用上の利便性を高めるとともに生徒にとって分かりやすいと

いう視点から、どのような工夫が見られるか。  

発 行 者 概     評 

２  東 書  

(1) すべての生徒が学習しやすくするために、ユニバーサルデザイン

の視点を取り入れ、巻末の検索ページは項目ごとにまとめ、資料索

引性を高めるなどの工夫が見られる。  

また、巻頭に SDGｓの特集ページが設けられたり、日本の現状と

課題に関する資料が多く掲載されたりしており、学習効果を高める

工夫が見られる。  

さらに、「二次元コード」を読み取って、白地図や関連情報を閲

覧するなど、インターネットで資料の活用を図る学習が行えるよう

な工夫が見られる。  

 

4 6  帝 国  

(1) すべての生徒が学習しやすくするために、ユニバーサルデザイン

の視点を取り入れ、手話による地名の表現を掲載するなどの工夫が

見られる。  

また、地図帳の大判化（Ａ４判）により、地域全体を見やすくし

特色を捉えやすくしたり、修学旅行や校外学習等でそのまま活用で

きたりするような工夫が見られる。  

さらに、「二次元コード」を読み取って、学習を深めるための資

料やクイズなどのコンテンツを活用した学習を行えるような工夫

が見られる。  
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４   地域の願いや思い、生徒の実態等  

 〔観点４〕 家庭や地域と連携した学習の推進とともに、生徒の確実な基礎・基本の定

着という視点から、どのような工夫が見られるか。  

発 行 者 概     評 

２  東 書  

(1) 地域と連携した学習が図られるように、宮崎県や九州各県の特産

物が産地までわかるようにイラストでわかりやすく掲載され、九州

全体の地形から気候・自然災害・都市の発達、交通網による各県と

の結びつきなど、学びが深まるように工夫されている。  

(2) 生徒の確実な基礎・基本の定着のために、巻頭において、地図帳

の活用方法が親しみやすい人物イラストを用いて掲載されている。

また「ジャンプ」コーナーにおいて、探究課題に取り組み、学びが

深められるように工夫されている。  

 

4 6  帝 国  

(1) 地域と連携した学習が図られるように、九州全体の地形から気

候・人口・交通網、そして宮崎平野の野菜づくりの様子がイラスト

でわかりやすく掲載され、港湾都市と外国との結びつきまで学びが

深まるように工夫されている。  

(2) 生徒の確実な基礎・基本の定着のために、巻頭において、地図の

記号や色が何を表しているか凡例が掲載され、活用しやすくしてい

る。また「地図活用」コーナーにおいて、探究課題に取り組み、学

びが深められるように工夫されている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


